
調査結果の一覧［親なき後の支援として考えられる項目ごとの、関連する選択肢項目のデータと主な記述回答の要旨］ 

 

 

【情報の提供】 

《問11》親なき後への準備 ＝「生活や制度・サービスなどの情報収集」をしている 8.3％、これからしたい 41.0％ 

《問12》親なき後の準備で困ること ＝ 情報が得にくい 29.0％、何をすればよいかわからない 36.3％ 

《記述回答》親なき後の暮らし方の説明や勉強会をしてほしい、今後どうすればよいかを考える情報がほしい、親が高齢化したときの支援の情報もほしい 

 

【相談の場や機会】 

《問11》親なき後への準備 ＝「市・専門機関・事業者等に相談」をしている 11.9％、これからしたい 40.3％ 

「親どうしで話をしたりいっしょに考えて」いる 6.6％、これからしたい 25.4％ 

《問12》親なき後の準備で困ること＝ 相談したりいっしょに考える人がいない 22.3％ 

《問22》障害や生活に関する相談先 ＝ どこに相談すればよいかわからない 11.7％、相談する人はいない 6.3％ 

《記述回答》どう準備すればよいか支援してほしい、まわりに同じ境遇で相談できる人がいない、障害は千差万別なのできめ細かく対応できる相談員がほしい 

親なき後に定期的に相談できる支援と見守りが必要、生活全般の相談窓口を一本化してほしい、手続きが難しいときに教えてくれる窓口がほしい 

 

【住まいの確保】 

《問10》親なき後に心配・不安なこと ＝「住む場所」の心配や不安がある 26.9％、特に心配や不安がある 18.2％（計 45.1％） 

《問13》親なき後の暮らし方の希望 ＝（本人）自分や家族の家 34.4％、グループホームや入所施設 12.1％、わからない 12.1％、アパート等 9.4％ 

《問14》親なき後の住まいで心配・不安なこと ＝ 自宅の管理、施設等の利用料、家賃、施設に入れるか、アパートを借りられるか、現在の施設で暮らせるか 

《記述回答》住み慣れた自宅で安心して暮らしたい、共同生活は難しい、障害者が借りられるアパートがあるか不安、少人数のグループホームで暮らしたい 

現在のグループホームで暮らし続けられるしくみにしてほしい、施設で暮らすしかない、府外に行かなくてもよいように施設をつくってほしい 

 

【日常の介助や支援】 

《問10》親なき後に心配・不安なこと ＝「日常的な介助や家事の援助」の心配や不安がある 30.8％、特に心配や不安がある 16.2％（計 47.0％） 

《問15》親なき後に日常の介助や支援をする人 ＝ きょうだい 20.1％、福祉サービス 19.2％、わからない 13.5％、配偶者 9.8％、医療機関 8.6％ など 

《問17》親なき後の障害福祉サービスの利用 ＝ 必要に応じて利用したい 31.5％、積極的に利用したい 23.6％、利用できるかどうかわからない 7.1％ など 

《問16》現在サービスを利用していない理由 ＝（介助が不要以外）サービスを知らない 30.1％、お金がかかる 19.4％、手続きが面倒 13.0％ など 

《記述回答》すべてが不安なので見守りや生活支援をしてほしい、24時間の対応を希望する、支援者の理解を高めるよう人材育成を充実してほしい 

 

【権利擁護の支援】 

《問10》親なき後に心配・不安なこと ＝「日常的な意思決定」の心配や不安がある 26.1％、特に心配や不安がある 12.8％（計 38.9％） 

「金銭管理」の心配や不安がある 24.7％、特に心配や不安がある 16.8％（計 41.5％） 

《問18》意思決定や金銭管理の支援 ＝ 家族や親族 25.1％、相談機関や事業所 23.2％、成年後見制度 10.4％、日常生活自立支援事業等 9.8％ など 

《記述回答》詐欺などが不安、成年後見制度を使いやすくしてほしい、保証人の心配がある、施設等での虐待をなくしてほしい 

 

【日中の活動や就労】 

《問20》現在の昼間の過ごし方 →《問21》親なき後の昼間の過ごし方 ＝ 通所→就労 15.6％、自宅→就労 25.1％、自宅→通所8.6％ 

《問21》親なき後の昼間の過ごし方 ＝（就労、通所等以外）生涯学習・文化・スポーツ趣味 6.8％ 

《記述回答》生活を安定させるために働きたい、職場の障害理解がなくトラブルが起きる、病気で社会との関わりがなくなった、友達がたくさんほしい 

 

【収入の確保】 

《問10》親なき後に心配・不安なこと ＝「生活に必要な収入」の心配や不安がある 27.7％、特に心配や不安がある 29.8％（計 57.5％） 

《問19》親なき後の収入 ＝ 障害年金や手当 50.0％、就労 25.2％、生活保護 25.5％、貯金 21.7％、遺産・信託 7.4％、家族・親族の援助 4.3％ など 

《記述回答》お金のことが不安、困窮して食費を削っている、年金を増額してほしい、医療費や交通費などを支援してほしい、生活保護で暮らせるか不安 

 

【緊急時の支援】 

《問10》親なき後に心配・不安なこと ＝「急病や災害などの緊急時の支援」の心配や不安がある 31.5％、特に心配や不安がある 28.6％（計 60.1％） 

《問23》緊急事態に困ること ＝ 気づかない・把握できない 29.6％、自力で避難できない 26.0％、支援者に伝えられない 22.9％ など 

《記述回答》突然倒れたときが不安、孤独死が心配、災害が不安、障害で災害情報が聞き取りにくい、緊急時のサポートを確保したい、鍵を預かってほしい 

 

【地域との交流や支援】 

《問10》親なき後に心配・不安なこと ＝「地域の人との交流や支えあい」の心配や不安がある 27.1％、特に心配や不安がある 19.5％（計 46.6％） 

《問24》地域の人頼みたいこと ＝ 避難の支援 30.7％、見守り 24.5％、あいさつ・声かけ 21.2％、日常生活の支援 17.0％、難しい 15.1％、ない 11.8％ 

《記述回答》地域の人とも交流したい、人の役に立ちたい、交流がないので不安、障害があるのでバカにされる、障害の特性を理解してほしい 

 

（※）上記以外の記述回答（抜粋） 

【不安】親なき後を考えると不安、不安になるので考えたくない、きょうだいにみてもらうことは難しい、孤独になることが不安、親の介護が不安 

【市の対応】窓口が利用しにくい、窓口での対応に不満がある、本当に支援してくれるか不安、独自の施策を考えてほしい、さらなる改革を期待する 

【アンケート】調査だけで終わらないように願う、書面では答えにくい、アンケートでは全体像しかわからない、アンケートを考えるきっかけにしたい 

 


